
親 和 会 の 歌 
 

作詞 和 田 正 雄 （大正 7 年卒） 

作曲 伊地地 信 幸（昭和 31 年卒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

「親和会の歌」ピアノ演奏の再現について 

 

※スマホで QR コードを取込みの場合、FlashPlayer 対応機種が前提となります。 

※パソコンの場合、下記アドレスをドラッグし、ネットアドレスにペーストして下さい。 

http://www.zaikyoshinnakai.gr.jp/pdf/u_ta.mp3 

※アプリに FlashPlayer がない場合、アイコン指示に従ってインストールして下さい。 
 

 

 

 

 

在京親和会について
 

戦後間もないころに結成された九州大学工学部の応用化学出身者を中心とした同窓

会です。当時の東京志向の高まりにより、多くの一部上場会社の社長を輩出するまでに

盛会を誇っていました。ある意味日本の工業化の発展の一端を担って来たともいえま

す。前総長の梶山千里先生も応用化学科のご出身です。 

近年学部横断した東京同窓会の活躍に押され気味ですが、現役会員を中心に、総

会参加者 70 名を堅持しその存在感を保っています。 

親和会の歌.mp3

二、文化のみやこ福岡に 

  栄えある歴史幾星霜 

  ほまれも高き九大の 

  Ｔのマークを誇らかに 

  学びの道にいそしまん 

  心の玉を磨かなん 

 

三、若杉山に夕映
ゆ う ば

えて 

  コスモスの秋ふけゆけば 

  千代の松原風寒く 

  玄海灘に波白し 

  わが学窓
まなびや

の思い出は 

  永久
と わ

に心の糧
かて

ぞかし 

 

四、われらが集
つど

い親和会 

  理想を高くかゝげつゝ 

  連綿こゝに五十年 

  人とつとめは異
ことな

れど 

  化学日本を興すため 

  組まん心のスクラムを  

 

（昭和 29 年 10 月上梓） 


